
2.水遊び池の検討 

2.1 水遊び池の水深 
 Ｂ池の親水広場には、湧水を利用した水遊び池を計画している。 
 安全面を考慮した場合の水深の指標について「河川およびその周辺の環境が小学校児童の遊び場と

して備えるべき条件に関する研究」を参考にした。以下にその参考値を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）河川およびその周辺の環境が小学校児童の遊び場として備えるべき条件に関する研究 

（宇都宮大学農学部助教授 中山幹康） 

 
 境川遊水地に設置されている水遊び池の利用状況をみると、幼児～小学生低学年の利用が多くみられる。

Ｂ池についても同様の利用が見込まれるとして、安全性を考慮して水深は 20cm以下として計画する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2.2 水遊び池の容量算定 
    
    厚生労働省の「遊泳用プールの衛生基準」では、循環ろ過方式のプールの場合、１時間で全体の容

量の６分の１以上の処理能力が必要とある。 
    Ｂ池の水遊び池の場合、湧水を供給してオーバーフローさせるため、１時間当りの供給量が全体容

量の６分の１を超えていれば水質の問題はないといえる。 
 

 
             出典：「遊泳用プールの衛生基準（平成 19年 5月 厚生労働省）」 
 
    水遊び池への湧水の供給量は、第３回ＷＧでのＢ池の導水計画での検討で、以下の水量が見込まれ

ている。 
 

  2.53/sec ⇒  151.8l/min ⇒ 9108.0l/h 
 

    池の断面形状は、図-1.1.1のような形状として半径 2.50m～半径 10.00m、水深 20cmで側面形
状を 1：5.0とした場合と直壁にした場合について貯留量の計算を行い、また給水量を池の容量で
割ることで１時間当りの回転率を示した。 
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図-2.1.1 水遊び池の断面モデル（例） 

 
①CASE-1 水際の段差なし 

 

表-2.1.1 水遊び池の容量計算（勾配 1：5.0） 

 

１時間当りの入替率が１／６を超えるのは池底半径 8.00m 以下の場合となる。 

 

 

図-2.1.2 水遊び池側面図（水際の段差なし） 

②CASE-2 水際の段差あり  

 

表-2.1.2 水遊び池の容量計算（直壁） 

 

１時間当りの入替率が１／６を超えるのは池底半径 9.00m 以下の場合となる。 

 

 

 

図-2.1.3 水遊び池側面図(水際の段差あり) 

 

 

 

 

←今回検討している案 

←今回検討している案 
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2.3 流末水路の構造検討 
 水遊び池からビオトープ池に流れる水路について、最適な断面形状及び構造について検討を行う。 
 
（１）水路構造 
 水路構造：地表への浸透を防ぐためと、洪水時の破損防止及び復旧作業のしやすさを考慮して 
     石やコンクリート等の材質とする。 
     ここでは、景観を考慮して側面は石積み、底面は洗い出し仕上げのコンクリートとした 
    水路構造を提案する。 

 
（２）水路の断面 

    計画流量を流した時の水深について、水路底面幅が 0.5m、1.0mの２ケースについてトライアルで計算を
行い水深を算出した。 

 
流 出 量：水遊び池に流入した湧水がそのまま流出するものとし、0.0025m3/sとする。 
縦断勾配：２次池の造成面には排水勾配として１次池側に 0.5％の勾配を設けるため、水路も同様の 0.5％ と

する。 
粗度係数：石積み、モルタル目地の 0.025を採用する。 

 

 
 

表-2.1.3 マニングの粗度係数一覧表  
 

 
 

図-2.1.4 水路標準構造（例） 
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①CASE-1 W=0.5m 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ②CASE-2 W=1.0m 

 
 

水路幅 0.5mの場合：水深＝3cm、流速＝0.258m/s 水路幅 1.0mの場合：水深＝2cm、流速＝0.200m/s 
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